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【主な研究成果】
　大型船舶の燃料転換などに伴って，アルミニウム（Al）合金やステンレス鋼等の低温靱性・耐食性に優れる材料の適用拡大が進んでいる．特に，材料特性，コスト，加工性などの面で実用的なアルミニウム合金の適用が広く検討されているが，変形，ポロシティ，凝固割れなどの問題から比較的溶接が難しい材料である．特に厚板アルミニウム合金の溶接では大電流ミグ溶接なども適用されているが，低入熱かつ高能率な高品質溶接技術の開発・実用化が望まれている．
　本研究では，厚板アルミニウム合金に対する高能率・高品質溶接の実現を目指して，高出力半導体レーザとホットワイヤ法を組み合わせた狭開先溶接技術の開発・実用化を目指している．本年度は，板厚20mmのアルミニウム合金A5083-Oを母材，直径1.6mmのアルミニウム合金ワイヤ5183-WYを添加ワイヤとして供試し，ホットワイヤ・レーザ溶接法による突合せ溶接を検討した．

【今後の展望】
　本年度までに得られたデータをより詳細に調査し，施工中の温度場の予測，塑性流動の予測に資する，定量的な評価を行う．
　さらに今後は，実施した計測・観察技術などを活用し，アルミニウム合金のレーザ溶接技術開発に取り組む．

【具体的な成果】
　●論文
　●学会発表
　●国際会議発表
　●招待講演
　●受賞
　●獲得外部資金　　　など。
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